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住友電工は、２０１７年４月に１２０周年を迎えます。
これを機に当社の歴史を振り返る企画をスタートしました。
最終回となる今回は、当社の源泉ともいえる銅技術を
活かしながら、新しい製品・技術の開発にも挑戦してきた、
現在に至る約２０年間の歴史をご紹介します。

第６回 2001 ～2017

世界最大級レドックスフロー電池実証運転開始２０１５年

当社創業１２０周年 ２０１７年４月

米国ニューヨーク州Albanyにある２つの変電所間に、当社が製造した約３５０mの超電導ケーブルを敷設し、超
電導ケーブルの長期通電試験を実施しました。実際に使用されている電力線路で、２００６年７月から約９カ月間、
約７,000時間にわたって、 ７万世帯への電力供給に成功しました。超電導ケーブルは、電気抵抗が少なく、送電中の
エネルギー損失が小さいため、省エネの面からも期待されており、本試験にてその安定性・信頼性を実証しました。

世界初 実系統における長尺超電導ケーブルの長期運転に成功２００７年

世界初となる超電導電気自動車を出展し、本技術がCO2削
減などの環境問題に大きく貢献できる可能性を示しました。

「北海道洞爺湖サミット記念環境総合展2008」で、
超電導電気自動車出展

２００８年

欧州次世代送電網構築プロジェクト向け
ケーブルの製造を受注

２０１４年

愛媛県新居浜市の沖合約１９kmに位置する四阪島へ
の海底ケーブル更新工事を実施しました。当社は
1922年にも四阪島へ当時世界最長の海底ケーブル
を布設しています。当時の成功を起因として、その
後多くの電力ケーブルの布設に携わりながら築き上
げてきた経験が現在の当社の技術・サービスにつな
がっています。

四阪島海底ケーブル工事完工

超電導電気自動車外観

当社横浜製作所のレドックスフロー電池

当社は北海道電力（株）と共同で、北電南早来変電所
に世界最大級の規模のレドックスフロー電池を設置し、
実証実験を開始しました。風力発電や太陽光発電の
出力変動に対する新たな調整力としての性能実証や
最適な制御技術の開発などを目的としており、再生可
能エネルギーのさらなる導入拡大に向け取り組んでい
ます。

欧州では、電力市場を活性化させる次世代送電網の
構築を促進するプロジェクトが進められています。欧州
全土を結び、再生可能エネルギーの大規模導入などを
目的としており、当社はモンテネグロとイタリアを結ぶ
ケーブルの製造を受注しました。２０１６年１２月には、  
長さ約120kmの海底ケーブルが、当社大阪製作所から
イタリアに向けて出発しました。

大阪製作所で製造した海底ケーブル
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エネルギー 関連製品  住友電工グループ
　世界のエネルギー消費量は、経済成長とともに1965年から年平均
2.6％増加し続けていると言われています※1。
　一方で、エネルギー消費の増大による温室効果ガス排出が起因と
なり、地球温暖化や大気汚染問題が深刻となっています。これらの相
反する課題を解決するため、供給面では再生可能エネルギーの導入
促進や各種発電設備の高効率化、需要面では電力設備の高効率化な
どによる省エネ対策が、世界的に急速に進められています。今回の特
集では、これらの課題解決に貢献する、当社グループの製品をご紹介
します。 

sEMSA®

集光型太陽光発電システム レドックスフロー電池

メガソーラー用
ストリング監視システム

系統連系型リチウムイオン
蓄電システム POWER DEPO®

太陽光発電 センサー

家庭用家庭用家庭用工場用工場用工場用

※1 経済産業省・資源エネルギー庁調べ (2015)

sEMSA®

太陽光発電水力発電

送配電
ネットワーク

火力発電原子力発電

集光型太陽光発電システム

　太陽の光エネルギーを電気エネルギーに変える変換効
率が極めて高い化合物半導体の発電素子を採用し、高効率
に電力が得られます。また、太陽を正確に追尾する架台に、
CPVモジュール※2を搭載して発電することにより、高日射
環境では従来型の結晶シリコン太陽電池に比べ受光面積
当たりの発電量が増大し、優れた発電能力を発揮します。

　太陽光発電の発電状況・不具合を見える
化する監視システムです。ストリング※3ごと
に電流センサーを取り付けることで、故障箇
所の特定が容易になり、発電ロスを防ぎ、安
定した発電システムの構築に貢献します。

メガソーラー用
ストリング監視システム

※3 ソーラーパネル一直列の単位

　バーチャルパワープラント（仮想発電所）は、電力系統に点在する需要家側

の電力設備をインターネットを介してアグリゲータ―が遠隔で監視・制御する

ことで、電力需要の抑制または創出をおこないます。これにより、増加する太

陽光発電など再生可能エネルギーの発電量の急激な変動を吸収し、電力の需

給調整に貢献します。電力自由化や電力システム改革が進む中、効率的なエ

ネルギー利用の基盤構築に向け経済産業省がおこなっている本実証事業に

当社も参画しており、新たなエネルギーマネジメントの実現に貢献します。

　当社では、独自の直流絶縁技術を活かした国際連系用
の長距離大容量海底ケーブル製造と布設をおこなって
います。また豊富な交流ケーブルのラインナップと実績
を活かし、都市の地中送電や再生可能エネルギーの送電
をおこなっています。日本のみならず世界の送配電イン
フラ整備に貢献しています。

海底／地中ケーブル

超電導電力ケーブル
　当社グループでは、電気抵抗ゼロのビスマス系超電導
線を使った超電導ケーブルの開発に取り組んでいます。
超電導ケーブルは電気抵抗が小さいため、送電中のエ
ネルギー損失が小さくなり、省エネルギーに寄与します。
　また、従来のケーブルよりコンパクトなサイズで大き
な電力を送ることができるため、都市部の地中ケーブル
など省スペースの面からも期待されています。 

　sEMSA®-Homeは、家庭を対象として電力を最適に運用するエネ
ルギーマネジメントシステムです。宅内に設置するコントローラ、クラ
ウド上のサーバー、スマートフォンアプリから構成され、太陽光パネル･
蓄電池・給湯器・電気自動車やプラグインハイブリッド自動車など家庭
内のエネルギー・リソースを活用し、電力使用を最適化します。

sEMSA®-Home

発電機

　バナジウムなどイオンの酸化還元反応
を利用して充放電をおこなう蓄電池です。
長寿命かつ、燃えない材料だけで作られ
ているため高い安全性を誇ります。太陽
光や風力などの再生可能エネルギーの供
給量を調整し、安定的にエネルギーを運
用できる技術として期待されています。

レドックスフロー電池

　長寿命・大容量のリチウムイオン電池を搭
載した系統連系型家庭用蓄電池です。太陽
光発電システムと連携でき、停電を検出する
と瞬時に蓄電池から給電に切り替わる無停
電電源機能と電気製
品で使用する電力の
大きさによって充電
電力を最適制御する
機能も搭載しており、
エネルギーを有効に
利用できます。

系統連系型リチウムイオン
蓄電システム POWER DEPO®

　事業所・工場のような需要家のエネルギー
を最適化するエネルギーマネジメントシステ
ムです。 sEMSA®の導入により、エネルギー消
費の監視、分析が容易になることに加え、太陽
光発電装置をはじめとした再生可能エネルギ
ーや蓄電池などの分散型電源の情報収集・蓄
積、状態監視および最適な制御を実現できま
す。これらの優れた機能によって、需要家のエ
ネルギー効率を最大化することができます。

太陽光発電

アグリゲーター
点在する各種発電設備や
需要家側の電力設備を
一括監視・制御する

事業者

※2 集光型太陽光発電

電源のON/OFFや、機種
によって消費電力量の調
整を可能にします。

バーチャルパワープラント（仮想発電所）
構築実証事業

制御

電力ケーブル

電力ケーブル

電力ケーブル

電力ケーブル

制御
制御
制御

～当社電力ケーブル関連製品の一部をご紹介します～
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インド洋沿いのビーチ

動物保護区（Game Reserve)

異文化が流入し融合する、自然豊かな南アフリカ
ダーバンのある南アフリカ東部は暖かなインド洋に面し、サーフィンに適した
海岸もあります。15世紀に探検家が訪れ、のちにダイヤモンドや金が発見され
ました。移民たちにより、ラグビーやクリケット、乗馬、ワイン造りなどさまざま
な文化が持ち込まれ、多様な社会を形成しています。動物保護区（Game 
Reserve)では、自然の中の動物たちを車に乗って観賞することができます。ま
た、JAZZやオーケストラの演奏会も各地で開催されています。

ラグビー
ラグビーは、19世紀後半に当時の
大英帝国から持ち込まれました。豪
州との国別対抗戦の歴史も、当時か
ら現在まで続いています。
また、クリケットも同様に歴史が
あり、人気があります。

蚤の市
週末、街の公園などで催されてい
る蚤の市です。大きな木の下で、音楽
が生演奏されるなか、人々がくつろい
でいます。

JAZZ演奏会ダーバン市役所

SEWS South Africa(Pty)Ltd（以下、SEWS SA）は、南アフリカ
のワイヤーハーネス供給拠点として、住友電工、住友電装㈱の出資
により、2004年に設立されました。
緩やかな経済成長の中、為替、市場の環境変化の影響に対処し
ながら、今年で14年目を迎えます。

SEWS South Africa(Pty)Ltd
2004年6月17日
自動車用ワイヤーハーネスの製造・販売
北芝 文洋

名 称
設立年月日
事 業 内 容
代 表 者

：
：
：
：

会社概要

南アフリカのワイヤーハーネス供給拠点として、
お客さまの声を聞き最適な供給に貢献する
SEWS South Africa(Pty)Ltdからの
レポートです。

社長
北芝 文洋

SEWS SAは、南アフリカの港湾都市ダーバンにあり、自動車用
ワイヤーハーネスの製造や、住友電工グループ各社の自動車関連製
品を輸入し、現地のお客さまに供給する役割を担っています。
高機能で品質の良い製品を安定して供給するだけでなく、グロー
バル競争力にも勝ち残れるコスト競争力を築けるよう、さらなる改
善に取り組んでいます。
私は2014年4月に赴任し、SEWS SAがお客さまに貢献できる
会社として成長していけるよう、努めてきました。課題はたくさんあ
りますが、さまざまな出身地から来た現地スタッフと力を合わせて
解決し、住友電工グループの一員としてベストを尽くしていきます。

さまざまな出身地から来た
現地スタッフと力を合わせて
課題解決

こんな仕事を
しています

私が紹介
します！

住友電工との
つながりは

こんにちは。私の名前
はカレン・ラッドマンで
す。私は、2009年11月
から勤務し、総務担当と
して、一般的な総務業務
のほかに、建屋の維持管理、セキュリテイ、清掃
と衛生管理、ＩＴ、駐在員や来訪者のサポートを
おこなっています。
業務上、さまざまな文化的背景を持つ方々と
接するため、「多様性の中の統一」を実感させら
れます。今後もSEWS SA社に貢献できるよう、
がんばりたいと思います

Magesh Naido 
（マゲッシュ・ナイドウ）

こんにちは。私の名前
はマゲッシュ・ナイドウ
です。私は、2007年12
月から勤務し、経理部門
マネジャーとして、部門
業務の計画と実行、資産管理、部門方針と業務
プロセスのモニタリングを担当しています。財
務経理スタッフに意欲を持って仕事をしてもらう
所にも楽しさがあります。住友電工グループの
方やサプライヤなどの外部の方との関わりもあ
り、とても仕事が充実しています。
これまでの勤務を通じての学びが多く、これ
からも会社に貢献できるよう努力したいと思い
ます。

現地レビュー

現地スタッフの紹介
今月のグループ会社紹介

SEWS South Africa
(Pty)Ltd

Karen Rudman 
（カレン・ラッドマン）

集合写真

南アフリカ
共和国
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住友電工は、2016年11月にオーストラリア・クイーンズラン
ド州政府の協力のもと、クイーンズランド工科大学との間で集
光型太陽光発電（以下、CPV）の共同実証に関する契約を締結
しました。同州レッドランドにある州政府関連の研究施設内に
当社製CPVを用いた設備を建設し、実証実験を開始しました。
1月25日の竣工式には、同州の政府関係者や大学、企業関係者
など50名以上が出席しました。
実証期間は2年間の予定で、総発電量などの計測をし、CPV
がもたらす経済効果の検証をおこないます。
同国は直達日射量の高い地域が多く、高日射で高温な環境で
優位性を発揮する当社製CPVを導入するには好適な地域です。

特にクイーンズランド州はこうした好条件の日照環境と強い環境
意識のもと、再生可能エネルギーの普及率を、現在の4.4％から
2030年までに50％にまで引き上げることを目指しています。
今後、発電、蓄電の両面からソリューションを提案し、同国に
おける再生可能エネルギー活用の普及に貢献していきます。

オーストラリアでのCPV実証実験設備

竣工式のようす

竣工式のようす

当社のCPVは、モジュールに太陽の光エネルギーを電気
エネルギーに変える変換効率が極めて高い化合物半導体の
発電素子を用いており、標準的な結晶シリコン太陽電池に比
べ、変換効率が約2倍です。また、発電素子が温度の影響を
受けにくいことから、日射量が多く気温が高い地域でも発電
量が落ちにくいのも特長です。

さまざまな分野の最新情報をお伝えします

自動車事業本部、住友電装㈱

本田技研工業㈱より「優良感謝賞 パーツ賞」を受賞
このたび本田技研工業㈱より、2016年の優秀取引先として「優良感謝賞 パーツ賞」を受賞し、2月10日
に、住友電装㈱大宮事務所にて贈呈式が開催されました。
「優良感謝賞」は、本田技研工業㈱から毎年各部門において優秀と認められた仕入先へ贈られるもので、
環境、品質、原価、開発およびパーツの5部門があります。パーツとは、おもに車が市場へ販売された後に必
要になった補修用の部品です。住友電工は2016年に、パーツに関する品質、納入数、納期や迅速な対応な
どによりホンダ車ユーザーの顧客満足への貢献が認められ、今回の受賞となりました。今後ともお客さま
の期待に応えられるよう努力していきます。

受賞

オーストラリアにおける集光型太陽光発電（CPV）の実証実験を開始
パワーシステム研究開発センターお知らせ

　

「Top 100 グローバル・イノベーター 2016」を受賞
住友電工は、世界的な情報サービス企業であるトムソン・ロイター  
IP&Scienceを前身とする、クラリベイト アナリティクスから「Top 100 グロー
バル・イノベーター 2016」を受賞し、2月20日に同社からトロフィーを授与され
ました。
本賞は、独創的な発明のアイデアを知的財産権によって保護し、事業化を成功さ
せることで、世界のビジネスをリードする企業・機関を選出するもので、当社は５回
目の受賞となります。
当社グループはこれからも、社会の変化・技術の動向を先取りし、卓越した独
創性を発揮してオリジナリティのある優れた新技術を創出していきます。

受賞

受賞トロフィー授与のようす
クラリベイト アナリティクス取締役
戦略パートナーシップ統括 棚橋 佳子様（右）
当社 常務執行役員 羽藤 秀雄（左）

全文検索・情報活用システム「QuickSolution® 10 Ver.10.3」を発売
～1サーバで50TB規模の大容量ファイルサーバを高速全文検索～

ク イ ッ ク ソ リ ュ ー シ ョ ン  テ ン

住友電工情報システム㈱

ビッグデータ時代の 全 文 検 索・情 報 活用システム
「QuickSolution® 10」は、100TB（テラバイト）超の規模にフ
ルレンジ対応した、純国産のエンタープライズサーチ（企業内検
索ソフト）で、超高速、高精度に検索ができます。
今回、更新された「QuickSolution® 10 Ver.10.3」は、ファ
イルを検出する処理を刷新することにより、処理時間を約1/3

に短縮し、50TB規模のファイルサーバを1台の検索システムで
検索できます。また、ネットワーク通信量は従来比約1/6に抑え
られます。運用負荷やコストが大幅に軽減でき、これまでにな
い手軽さで大容量ファイルサーバを高速検索できます。

新製品情報

※API：Application Programming Interface あるプログラム（ソフトウェア）の機能や
管理するデータなどを、外部の他のプログラムから呼び出して利用するための手順や
データ形式などを定めた規約

Webサイト QuickSolution® 10： 
http://www.sei-info.co.jp/quicksolution/

Webワークフローシステムの最新版「楽々Workflow®Ⅱ Ver.7.2」を発売
～承認印機能でスムーズに電子申請に移行～

ら く ら く ワ ー ク フ ロ ー ・ ツ ー

住友電工情報システム㈱

Webワークフローシステム「楽々Workflow®Ⅱ」は、企業内
での申請・承認・決裁のワークフローを電子化し、業務の見える
化を実現するパッケージソフトです。
今回発売するWebワークフローシステム「楽々Workflow®
Ⅱ Ver.7.2」は、承認をすると押印したように承認欄に印影を
スタンプできるようになりました。申請画面に表示するだけで
なく、印影が入った申請書を印刷して保管することも可能です。

さらに承認画面ポップアップ表示機能や、承認経路を簡単に
編集できる機能の追加、WebAPI※機能拡充に加え、バージョ
ンアップ支援機能の強化により利用者やシステム管理者の利
便性を高めました。

新製品情報

Webサイト 楽々Workflow®Ⅱ： 
http://www.sei-info.co.jp/workflow/
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さまざまな分野の最新情報をお伝えします

公式サイト：
会 期：
会 場：
ブース番号：
出展製品：

http://www.world-of-photonics-china.com/
3月14日（火）～16日（木）
中国・上海新国際博覧中心
3245 (Japan Pavilion)
ガスセンシング用量子カスケードレーザー（QCL）

「LASER World of PHOTONICS CHINA 2017」に出展
新規事業マーケティング部、 伝送デバイス研究所展示会

3月14日（火）から16日（木）の３日間、中国・上海で、レーザー、光工学関連の中国最大の専門展示
会、国際レーザー・オプトエレクトロニクス応用技術専門見本市「LASER World of PHOTONICS 
CHINA 2017」が開催されます。
当社は、ガスセンシング用量子カスケー
ドレーザー（QCL）を出展します。

公式サイト：
会 期：
会 場：

ブース番号：
出展製品：

http://www.ofcconference.org/
3月21日（火）～23日（木）
米国・カリフォルニア州　ロサンジェルス
ロサンジェルスコンベンションセンタ
2703
光データリンク、光デバイス、4th Level®データ
センタ用ケーブリングソリューション、融着接続機

「OFC 2017」に出展
光機器事業部、住友電工デバイス・イノベーション㈱展示会

3月21日（火）から23日（木）の3日間、米国・カリフォルニア州で世界最大規
模の光通信関連の国際会議「OFC 2017」が開催され、本会議に併設される
専門展示会では、次世代光ネットワーク関連機器、デバイスなどが一堂に紹
介されます。
当社は、光データリンク、光ファイバ融着接続機などの製品を幅広く紹介します。

日頃より住友電工グループニュースレター「SEI WORLD」をご愛読いただきまして、誠にありがとうございます。1977年にSEI 
WORLDの前身である「ニュースレター」を創刊以来、毎月本誌を発行してきましたが、今回の第474号（2017年3月号）をもって
一旦終了し、掲載内容やWebサイトの充実を目指して、リニューアルをおこないます。よりお楽しみいただける内容となるよう努め
てまいりますので、今後ともよろしくお願いします。

公式サイト：
会 期：
会 場：
ブース番号：

http://www.cebit.de/en/
3月20日（月）～24日（金）
ドイツ・ハノーバー
Hall 4, Stand A38, （4）
（ジャパン・パビリオン・「Element」ゾーン）

世界最大級のIT関連見本市「CeBIT 2017」に出展
営業企画部展示会

3月20日（月）から24日（金）の5日間、ドイツ・ハノーバーで開催されるIT関連分
野で世界最大の見本市「CeBIT 2017」に出展します。
当社が出展する本展示会のジャパン・パビリオンには、118社の団体、企業が出
展します。

SEI WORLD リニューアルのお知らせ
お知らせ

電力エンジニアリング事業部

地中送電線更新工事で関西電力㈱より感謝状
関西電力㈱から受注した「新開地線他系統変更工事」にて、停電期間短縮に取り組
み無事故・無災害で工事を完遂したことに、関西電力㈱より感謝状を受領しました。
今回、神戸市の有馬道変電所へ2回線で送電している地中
送電線（有馬道線）の片回線側の停電工事中に、送電中の回
線側で発熱異常が確認されました。この回線が停止すると同
変電所に供給障害（全停電）が生じることから、関西電力㈱
の緊急要請により住友電工が停電工事を予定より7日短縮
し、関西電力㈱が支障箇所を修繕できる時間を生み出し、地
域の全停電という公衆への影響を防いだことが高く評価さ
れ、今回の感謝状の受領となりました。

受賞

総務部（CSR推進室）

広報部

「第20回環境コミュニケーション大賞」で「優良賞」を受賞
住友電工グループの2016年版CSR報告書が、環境省および（一財）地球・人間環境フォーラム
が主催する「第20回環境コミュニケーション大賞」の環境報告書部門「優良賞」を受賞しました。
今回で３年連続の受賞となる「環境コミュニケーション大賞」は、環境コミュニケーション
への取り組み促進と、その質の向上を図るために、環境省が優れた環境報告書や環境レポー
トなどを表彰する制度です。今回の受賞を励みに、これからもCSR活動の推進に積極的に
取り組んでいきます。

受賞

住友電工グループニュースレター40年の歴史

「住友電工ニュースレター
（創刊号 1977年10月～）」
みなさまに当社の製品・技術情報
をお届けする広報誌として、制作
を始めました。

「住友電工ニュースレター
MUSEIUM（1991年4月～）」
美術館のように、当社の技術や製
品との素晴らしい出会いの場にな
ればとの思いを込め、「MUSEUM」
に「I（愛）」を加え、「SEI」を綴りだし
た愛称を付けました。

「住友電工ニュースレター
SEI WORLD（1997年4月～）」
世界へ羽ばたく企業を目指し、
世界で活用される当社の製品・技
術情報をお届けするために、SEI 
WORLDという名称に変更しまし
た。

「住友電工グループニュースレター
SEI WORLD（2017年3月号現在）」
創刊号から40年目を迎え、第474
号まで発行することができました。
リニューアル後もご愛顧賜ります
ようよろしくお願いします。

竹澤 健介選手引退に関するお知らせ
人事部（スポーツ・健康事業推進室）お知らせ

住友電工陸上競技部に所属してお
ります竹澤 健介選手は、本人の申し
出により、このたび現役を引退するこ
ととなりましたのでお知らせします。
これまで、温かいご声援、ご支援をい
ただき、誠にありがとうございました。

竹澤 健介コメント
今シーズン限りで現役を引退いたします。
近年は結果を残すことができませんでしたが、皆さ
まからの温かい声援によりここまで競技を続けること
ができました。誠にありがとうございました。
今後も、住友電工陸上競技部への変わらぬご声援、
どうぞよろしくお願いいたします。

9 SEI WORLD MARCH 2017 10MARCH 2017 SEI WORLD



さまざまな分野の最新情報をお伝えします

公式サイト：
会 期：
会 場：
ブース番号：
出展製品：

http://www.world-of-photonics-china.com/
3月14日（火）～16日（木）
中国・上海新国際博覧中心
3245 (Japan Pavilion)
ガスセンシング用量子カスケードレーザー（QCL）

「LASER World of PHOTONICS CHINA 2017」に出展
新規事業マーケティング部、 伝送デバイス研究所展示会

3月14日（火）から16日（木）の３日間、中国・上海で、レーザー、光工学関連の中国最大の専門展示
会、国際レーザー・オプトエレクトロニクス応用技術専門見本市「LASER World of PHOTONICS 
CHINA 2017」が開催されます。
当社は、ガスセンシング用量子カスケー
ドレーザー（QCL）を出展します。

公式サイト：
会 期：
会 場：

ブース番号：
出展製品：

http://www.ofcconference.org/
3月21日（火）～23日（木）
米国・カリフォルニア州　ロサンジェルス
ロサンジェルスコンベンションセンタ
2703
光データリンク、光デバイス、4th Level®データ
センタ用ケーブリングソリューション、融着接続機

「OFC 2017」に出展
光機器事業部、住友電工デバイス・イノベーション㈱展示会

3月21日（火）から23日（木）の3日間、米国・カリフォルニア州で世界最大規
模の光通信関連の国際会議「OFC 2017」が開催され、本会議に併設される
専門展示会では、次世代光ネットワーク関連機器、デバイスなどが一堂に紹
介されます。
当社は、光データリンク、光ファイバ融着接続機などの製品を幅広く紹介します。

日頃より住友電工グループニュースレター「SEI WORLD」をご愛読いただきまして、誠にありがとうございます。1977年にSEI 
WORLDの前身である「ニュースレター」を創刊以来、毎月本誌を発行してきましたが、今回の第474号（2017年3月号）をもって
一旦終了し、掲載内容やWebサイトの充実を目指して、リニューアルをおこないます。よりお楽しみいただける内容となるよう努め
てまいりますので、今後ともよろしくお願いします。

公式サイト：
会 期：
会 場：
ブース番号：

http://www.cebit.de/en/
3月20日（月）～24日（金）
ドイツ・ハノーバー
Hall 4, Stand A38, （4）
（ジャパン・パビリオン・「Element」ゾーン）

世界最大級のIT関連見本市「CeBIT 2017」に出展
営業企画部展示会

3月20日（月）から24日（金）の5日間、ドイツ・ハノーバーで開催されるIT関連分
野で世界最大の見本市「CeBIT 2017」に出展します。
当社が出展する本展示会のジャパン・パビリオンには、118社の団体、企業が出
展します。

SEI WORLD リニューアルのお知らせ
お知らせ

電力エンジニアリング事業部

地中送電線更新工事で関西電力㈱より感謝状
関西電力㈱から受注した「新開地線他系統変更工事」にて、停電期間短縮に取り組
み無事故・無災害で工事を完遂したことに、関西電力㈱より感謝状を受領しました。
今回、神戸市の有馬道変電所へ2回線で送電している地中
送電線（有馬道線）の片回線側の停電工事中に、送電中の回
線側で発熱異常が確認されました。この回線が停止すると同
変電所に供給障害（全停電）が生じることから、関西電力㈱
の緊急要請により住友電工が停電工事を予定より7日短縮
し、関西電力㈱が支障箇所を修繕できる時間を生み出し、地
域の全停電という公衆への影響を防いだことが高く評価さ
れ、今回の感謝状の受領となりました。

受賞

総務部（CSR推進室）

広報部

「第20回環境コミュニケーション大賞」で「優良賞」を受賞
住友電工グループの2016年版CSR報告書が、環境省および（一財）地球・人間環境フォーラム
が主催する「第20回環境コミュニケーション大賞」の環境報告書部門「優良賞」を受賞しました。
今回で３年連続の受賞となる「環境コミュニケーション大賞」は、環境コミュニケーション
への取り組み促進と、その質の向上を図るために、環境省が優れた環境報告書や環境レポー
トなどを表彰する制度です。今回の受賞を励みに、これからもCSR活動の推進に積極的に
取り組んでいきます。

受賞

住友電工グループニュースレター40年の歴史

「住友電工ニュースレター
（創刊号 1977年10月～）」
みなさまに当社の製品・技術情報
をお届けする広報誌として、制作
を始めました。

「住友電工ニュースレター
MUSEIUM（1991年4月～）」
美術館のように、当社の技術や製
品との素晴らしい出会いの場にな
ればとの思いを込め、「MUSEUM」
に「I（愛）」を加え、「SEI」を綴りだし
た愛称を付けました。

「住友電工ニュースレター
SEI WORLD（1997年4月～）」
世界へ羽ばたく企業を目指し、
世界で活用される当社の製品・技
術情報をお届けするために、SEI 
WORLDという名称に変更しまし
た。

「住友電工グループニュースレター
SEI WORLD（2017年3月号現在）」
創刊号から40年目を迎え、第474
号まで発行することができました。
リニューアル後もご愛顧賜ります
ようよろしくお願いします。

竹澤 健介選手引退に関するお知らせ
人事部（スポーツ・健康事業推進室）お知らせ

住友電工陸上競技部に所属してお
ります竹澤 健介選手は、本人の申し
出により、このたび現役を引退するこ
ととなりましたのでお知らせします。
これまで、温かいご声援、ご支援をい
ただき、誠にありがとうございました。

竹澤 健介コメント
今シーズン限りで現役を引退いたします。
近年は結果を残すことができませんでしたが、皆さ
まからの温かい声援によりここまで競技を続けること
ができました。誠にありがとうございました。
今後も、住友電工陸上競技部への変わらぬご声援、
どうぞよろしくお願いいたします。

9 SEI WORLD MARCH 2017 10MARCH 2017 SEI WORLD



3

住友電工グループニュースレター

VOLUME 474
2017
MARCH

SEI 
SEI W

O
RLD

 　
　
住
友
電
工
グ
ル
ー
プ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　
第
474

号
　
2017

年
3
月
発
行
　
編
集
・
発
行
／
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
 広
報
部
 堀
葉
祐
一
郎
　
　
　
http://w

w
w
.sei.co.jp/(バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）


	H1_0221
	P01_0220
	P02_0221
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	P10
	H4_0215


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Uncoated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1000
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1000 1000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Uncoated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1000
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1000 1000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Uncoated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1000
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1000 1000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


